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二
〇
〇
九
年
三
月
に
本
学
を
退
職
な
さ
っ
た
伊
藤
セ
ツ
先
生
が
、
院
生
指
導
を
め
ぐ
り
、
ま
た
ご
自
身
の
研
究
姿
勢
と
そ
の
視
点
に
つ
い
て
、
こ
れ
ま
で
の
歩
み
を
二
冊
の
書
物
に
ま
と
め
ら
れ
た
。
伊
藤
先
生
は
一
九
八
九
年
に
女
性
文
化
研
究
所
の
充
実
の
た
め
に
乞
わ
れ
て
昭
和
女
子
大
学
に
奉
職
な
さ
り
、
第
五
代
女
性
文
化
研
究
所
所
長
、
大
学
院
生
活
機
構
研
究
科
長
も
勤
め
ら
れ
た
。
こ
の
二
〇
年
間
筆
者
も
女
性
文
化
研
究
所
の
任
に
あ
た
り
な
が
ら
、
研
究
者
を
育
て
る
こ
と
を
第
一
義
的
使
命
と
し
て
仕
事
に
励
ま
れ
る
先
生
の
お
姿
を
見
て
き
た
。
先
生
は
学
外
で
も
、
伝
統
あ
る
社
会
政
策
学
会
で
初
め
て
の
女
性
の
代
表
幹
事
（
学
会
長
）
を
勤
め
ら
れ
、
ま
た
長
く
女
性
労
働
問
題
研
究
会
の
中
心
に
あ
り
、
日
本
家
政
学
会
、
国
際
家
政
学
会
で
も
活
躍
さ
れ
、
比
較
的
新
し
く
所
属
な
さ
っ
た
日
本
社
会
福
祉
学
会
で
も
、
日
本
学
術
会
議
で
も
、
必
ず
行
く
先
々
で
貢
献
を
な
さ
っ
た
。
数
年
お
き
に
生
活
時
間
調
査
を
継
続
な
さ
り
、
こ
の
生
活
時
間
統
計
を
も
っ
て
、
変
貌
す
る
国
連
レ
ベ
ル
の
ジ
ェ
ン
ダ
ー
問
題
つ
ま
り
家
族
女
性
を
切
り
口
に
し
た
国
際
的
議
論
の
地
平
に
切
り
込
ま
れ
た
。
国
際
的
な
議
論
に
よ
っ
て
鍛
え
上
げ
ら
れ
た
最
先
端
の
概
念
理
解
を
も
っ
て
、
（
現
、
独
立
行
政
法
人
）
国
立
女
性
教
育
会
館
に
お
け
る
IN
S
T
R
O
W
の
第
三
世
界
の
女
性
た
ち
に
統
計
手
法
を
教
授
な
さ
り
、
北
京
女
性
会
議
へ
の
国
際
家
政
学
会
か
ら
の
参
加
や
、
『
世
界
の
女
性
』
の
翻
訳
と
い
っ
た
活
動
も
な
さ
っ
た
。
読
み
終
え
て
、
絶
え
ざ
る
研
究
の
み
が
院
生
指
導
を
可
能
に
す
る
と
改
め
て
自
戒
し
た
。『
女
性
研
究
者
の
エ
ン
パ
ワ
ー
メ
ン
ト
』
（
ド
メ
ス
出
版
二
〇
〇
八
）
に
は
、
先
生
が
女
性
研
究
者
と
し
て
ど
の
よ
う
に
研
究
に
取
り
組
み
、
そ
の
豊
か
な
学
識
と
情
熱
で
ど
の
よ
う
に
若
手
研
究
者
を
育
て
て
き
た
か
が
綴
ら
れ
て
い
る
。
先
生
を
目
指
し
て
き
た
院
生
た
ち
の
テ
ー
マ
が
、
時
宜
を
得
た
意
義
深
い
も
の
で
あ
る
こ
と
を
先
生
は
い
ち
早
く
見
抜
き
、
指
導
な
さ
っ
た
。
国
際
的
な
レ
ベ
ル
で
訓
練
さ
れ
て
巣
立
っ
た
何
人
も
の
研
究
者
た
ち
は
、
既
に
そ
れ
ぞ
れ
の
学
問
領
域
で
中
堅
で
あ
り
、
未
来
を
嘱
望
さ
れ
つ
つ
活
躍
中
で
あ
る
。
同
書
は
一
〇
の
章
で
構
成
さ
れ
て
い
る
が
、
残
念
な
が
ら
各
章
の
詳
し
い
紹
介
を
す
る
紙
面
の
余
裕
は
な
い
の
で
こ
こ
に
題
名
の
み
を
記
す
。
1
チ
ャ
ン
ス
を
つ
か
み
な
が
ら
2
研
究
テ
ー
マ
の
設
定
と
研
究
室
指
導
教
員
大
学
院
生
3
研
究
の
表
現
学
会
報
告
、
学
術
論
文
4
学
会
を
運
営
す
る
こ
と
、
学
会
の
長
に
な
る
こ
と
5
国
際
的
経
験
か
ら
学
ぶ
6
女
性
研
究
者
の
成
長
と
研
究
環
境
7
女
性
研
究
者
の
研
究
継
続
の
条
件
結
婚
育
児

家
族
8
「
日
本
学
術
会
議
」
と
「
女
性
科
学
研
究
者
の
環
境
改
善
に
関
す
る
懇
談
会
」
9
女
子
大
学
で
の
大
学
院
生
教
育
の
現
場
で
思
う
10
さ
ま
ざ
ま
な
場
で
の
研
究
者
女
性
労
働
問
題
研
究
会
の
こ
と
最
後
に
「
資料
主
指
導
あ
る
い
は
主
査
を
務
め
た
博
士
論
文
と
修
士
論
文
の
題
名
」
と
し
て
、
在
職
中
実
質
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掛
川
典
子
『
女
性
研
究
者
の
エ
ン
パ
ワ
ー
メ
ン
ト
』
『
生
活
女
性
問
題
を
と
ら
え
る
視
点
』
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セ
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指
導
を
し
た
二
名
と
論
文
博
士
四
名
を
含
む
一
三
名
（
二
〇
〇
九
年
三
月
末
で
一
名
増
加
）
の
博
士
論
文
題
目
、
及
び
修
士
論
文
題
目
の
一
覧
表
が
あ
る
。
『
生
活
女
性
問
題
を
と
ら
え
る
視
点
』
（
法
律
文
化
社
二
〇
〇
八
）
は
、
先
生
の
研
究
の
厳
密
さ
と
含
蓄
の
深
さ
を
知
ら
し
め
る
好
著
で
あ
る
。
先
生
は
社
会
政
策
と
生
活
科
学
（
旧
家
政
学
）
と
ジ
ェ
ン
ダ
ー
視
点
を
交
差
さ
せ
な
が
ら
、
国
際
的
な
議
論
と
現
実
の
最
新
動
向
を
視
野
に
入
れ
、
歴
史
的
起
源
へ
の
及
と
洞
察
を
忘
れ
ず
、
常
に
果
敢
に
挑
戦
し
て
い
た
。
本
書
は
二
部
構
成
で
あ
り
一
〇
章
か
ら
な
る
。
第
Ⅰ
部
生
活
問
題
を
と
ら
え
る
第
1章
世
帯
家
族
個
人
と
、
階
級
ジ
ェ
ン
ダ
ー
第
2章
生
活
ジ
ェ
ン
ダ
ー
社
会
政
策
第
3章
家
族
内
の
ジ
ェ
ン
ダ
ー
不
平
等
と
平
等
第
4章
ジ
ェ
ン
ダ
ー
統
計
視
点
に
た
つ
第
5章
社
会
福
祉
社
会
政
策
生
活
科
学
の
学
際
性
第
Ⅱ
部
女
性
問
題
を
と
ら
え
る
第
6章
女
性
解
放
思
想
と
現
代
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
第
7章
女
性
文
化
概
念
の
多
義
性
第
8章
二
一
世
紀
の
女
性
運
動
の
課
題
か
ら
北
京
会
議
を
ふ
り
か
え
る
第
9章
戦
後
六
〇
年
の
日
本
の
女
性
運
動
の
思
想
を
問
う
第
10章
貧
困
の
撲
滅
と
デ
ィ
ー
セ
ン
ト
ワ
ー
ク
を
め
ざ
す
世
界
の
女
性
労
働
筆
者
の
関
心
か
ら
す
る
と
、
第
七
章
で
の
「
女
性
文
化
」
概
念
の
多
様
性
に
つ
い
て
、
最
新
の
理
論
だ
け
で
な
く
、
二
〇
世
紀
初
頭
に
お
け
る
「
女
性
文
化
」
の
ラ
ジ
カ
ル
性
へ
の
言
及
が
も
う
少
し
欲
し
か
っ
た
。
本
書
は
概
念
を
め
ぐ
る
論
点
の
整
理
を
中
心
に
し
て
お
り
、
理
論
性
が
高
く
て
実
は
大
変
難
し
く
、
簡
単
に
読
み
進
む
こ
と
が
出
来
な
い
。
単
純
化
出
来
な
い
し
、
し
て
は
な
ら
な
い
女
性
問
題
の
現
実
の
複
雑
さ
と
困
難
さ
、
そ
の
射
程
の
広
さ
と
根
深
さ
に
対
応
し
て
い
る
た
め
も
あ
ろ
う
。
し
か
し
じ
っ
く
り
読
む
こ
と
に
よ
っ
て
、
処
々
で
示
唆
に
と
ん
だ
言
葉
に
出
会
う
。
例
え
ば
、
「
ジ
ェ
ン
ダ
ー
統
計
と
は
、
統
計
の
作
成
に
あ
た
っ
て
、
た
ん
に
男
女
区
分
が
あ
る
と
い
う
だ
け
で
な
く
、
問
題
の
あ
る
男
女
の
状
況
把
握
や
関
係
改
善
に
連
動
す
る
こ
と
を
認
識
し
て
作
成
さ
れ
た
統
計
数
値
お
よ
び
統
計
図
表
と
こ
こ
で
は
定
義
し
て
お
く
」
（
四
七
頁
）
と
い
う
一
節
が
あ
る
。
「
ジ
ェ
ン
ダ
ー
統
計
」
の
明
解
な
定
義
な
の
だ
が
、
同
時
に
「
ジ
ェ
ン
ダ
ー
視
点
」
と
は
ど
う
い
う
も
の
か
を
理
解
す
る
た
め
に
も
重
要
な
見
方
を
示
し
て
い
る
。
腹
の
据
わ
っ
た
揺
る
ぎ
な
い
研
究
の
姿
勢
が
、
問
題
の
複
雑
さ
に
挫
け
な
い
理
論
性
と
力
強
さ
を
生
み
続
け
て
い
る
。
読
者
は
是
非
何
度
で
も
読
み
返
し
、
研
究
の
視
点
を
鍛
え
て
欲
し
い
。
時
時
刻
刻
と
展
開
し
て
い
く
国
際
的
規
模
の
学
術
的

現
実
的
議
論
か
ら
吸
収
さ
れ
豊
か
に
な
る
先
生
の
研
究
の
蓄
積
が
、
学
生
院
生
指
導
に
、
と
り
わ
け
博
士
論
文
の
執
筆
指
導
に
活
か
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
明
瞭
で
あ
る
。
二
〇
〇
九
年
三
月
に
は
先
生
の
も
と
で
博
士
号
を
取
得
し
た
者
た
ち
の
共
著
『
福
祉
社
会
に
お
け
る
生
活
労
働
教
育
』
（
二
〇
〇
九
明
石
書
店
）
が
出
版
さ
れ
、
ま
た
「
伊
藤
セ
ツ
先
生
退
職
記
念
文
集
編
集
委
員
会
」
編
の
『
D
ie
G
leich
h
eit〔
平
等
〕
』
（
非
売
品
）
も
刊
行
さ
れ
た
。
先
生
の
情
熱
的
で
真
摯
な
お
人
柄
と
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
な
研
究
生
活
と
教
え
子
の
先
生
に
寄
せ
る
思
い
が
窺
え
る
。
先
生
は
職
を
退
か
れ
る
こ
と
で
、
よ
う
や
く
北
大
の
院
生
時
代
か
ら
の
テ
ー
マ
で
あ
る
ク
ラ
ー
ラ
ツ
ェ
ト
キ
ー
ン
研
究
に
専
念
な
さ
る
時
間
を
得
ら
れ
た
。
ベ
ル
リ
ン
の
壁
の
消
滅
や
レ
ー
ニ
ン
像
の
倒
壊
、
九
一
一
な
ど
世
界
情
勢
の
大
き
な
変
貌
の
な
か
で
、
新
た
に
入
手
可
能
に
な
っ
た
新
資
料
を
駆
使
し
、
こ
れ
か
ら
も
国
際
的
な
視
野
の
研
究
に
邁
進
な
さ
る
こ
と
と
思
う
。
末
尾
に
先
生
へ
の
深
い
感
謝
と
敬
意
を
表
明
し
て
、
御
健
勝
と
研
究
の
成
就
を
祈
り
つ
つ
稿
を
閉
じ
さ
せ
て
い
た
だ
こ
う
。
（
か
け
が
わ
の
り
こ
歴
史
文
化
学
科
）
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